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(百万円未満切捨て)

１．2022年６月期第２四半期の連結業績（2021年７月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 862 4.6 176 15.0 175 15.3 117 16.2

2021年６月期第２四半期 824 5.3 153 33.8 152 33.7 100 31.4
(注) 包括利益 2022年６月期第２四半期 117百万円( 16.3％) 2021年６月期第２四半期 101百万円( 31.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第２四半期 37.04 35.90

2021年６月期第２四半期 31.17 30.21
　

四半期連結経営成績に関する注記
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 1,609 1,416 88.0

2021年６月期 1,562 1,297 83.0
(参考) 自己資本 2022年６月期第２四半期 1,417百万円 2021年６月期 1,297百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年６月期 － 0.00

2022年６月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,934 14.8 403 22.1 403 22.3 275 23.2 87.17
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注）詳細は、添付資料Ｐ．９「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料P９「（会計方針の変更）」をご覧ください。
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年６月期２Ｑ 3,271,500株 2021年６月期 3,263,500株

② 期末自己株式数 2022年６月期２Ｑ 100,082株 2021年６月期 100,034株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期２Ｑ 3,166,526株 2021年６月期２Ｑ 3,237,660株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、前半は緊急事態宣言の継続で、人流抑制の要請の影響を受け

て厳しい環境が続きましたが、後半は宣言も解除され、その後の陽性者の発生も抑制された状況で推移したことか

ら比較的穏やかな状況となりました。

当社サービスの主たる顧客にあたる流通業界においては、この間、通常の営業を取り戻すことができ、且つ最大

の商機でもある年末商戦の販売量も相応に回復して、ひとまず一服という状況にあります。

しかしながら、年末にかけて新たな変異株の発生の情報もあり、先行きにおいては引き続き楽観できる状況にな

いことは明らかであり、これらへの対応として、非対面・非接触の販売形態であるオンライン販売に取組む企業の

増加は継続しており、今後もさらなる市場拡大と競争の激化が見込まれております。

このような流通業界の変化に対応する物流業界は、社会生活のインフラとして、新型コロナウイルス感染症予防

対策を講じながら、EC物流需要の増加対応に取り組んでおり、当社も同様にこの需要対応に注力してまいりまし

た。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は862,130千円（前年同期比4.6％増）、営業利益

176,022千円（前年同期比15.0％増）、経常利益175,972千円（前年同期比15.3％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益117,272千円（前年同期比16.2％増）となりました。

　なお、当社グループは、在庫管理システム事業を単一セグメントにしているため、セグメント別の記載を行って

おりませんが、サービス別の業績は、以下のとおりであります。

（クラウドサービス）

当サービスにおいては、新規取引先の増加などにより順調に推移し、当第２四半期連結累計期間における売上

高は674,099千円（前年同期比8.5％増加）となりました。

（開発・導入サービス）

当サ―ビスにおいては、「ロジザード PLUS」から「ロジザード ZERO」への移行やクラウドサービスの導入作

業の増加により、当第２四半期連結累計期間における売上高は149,796千円（前年同期比10.9％増加）となりまし

た。

　（機器販売サービス）

当サービスにおいては、前期にあった帳票などのサプライ品の大きな受注が当期は無かったため、当第２四半

期連結累計期間における売上高は38,234千円（前年同期比43.6％減少）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べて47,086千円増加し、1,609,153

千円となりました。

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて35,082千円増加し、

1,360,178千円となりました。この主な要因は、売掛金及び収益認識会計基準等の適用により契約資産が増加したこ

とによるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ12,004千円増加し、248,974千

円となりました。この主な要因は、新常態に対応したオフィスの改装等により有形固定資産が増加したことによる

ものであります。

(負債の部)

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べて72,524千円減少し、192,388千円

となりました。この主な要因は、前期未払賞与を支払ったことによるものであります。

(純資産の部)

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて119,611千円増加し、

1,416,764千円となりました。この主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金が増加

したことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年６月期の連結業績予想に関しましては、2021年８月13日に公表いたしました通期の連結業績予想から変更

はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,086,363 1,112,568

売掛金 170,301 -

売掛金及び契約資産 - 190,453

商品 2,690 3,921

仕掛品 33,458 12,632

その他 32,995 41,190

貸倒引当金 △712 △587

流動資産合計 1,325,096 1,360,178

固定資産

有形固定資産 18,739 34,788

無形固定資産 193,487 190,203

投資その他の資産

繰延税金資産 10,798 10,798

その他 14,263 13,184

貸倒引当金 △318 △0

投資その他の資産合計 24,743 23,982

固定資産合計 236,970 248,974

資産合計 1,562,066 1,609,153

負債の部

流動負債

買掛金 23,550 22,038

未払金 66,400 80,341

未払法人税等 51,749 54,218

賞与引当金 320 -

その他 122,892 35,790

流動負債合計 264,913 192,388

負債合計 264,913 192,388
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 300,104 301,064

資本剰余金 292,606 293,566

利益剰余金 865,370 982,642

自己株式 △159,969 △160,071

株主資本合計 1,298,112 1,417,202

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △959 △438

その他の包括利益累計額合計 △959 △438

純資産合計 1,297,153 1,416,764

負債純資産合計 1,562,066 1,609,153
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 824,212 862,130

売上原価 403,618 402,051

売上総利益 420,594 460,079

販売費及び一般管理費 267,579 284,057

営業利益 153,015 176,022

営業外収益

受取利息 23 25

その他 104 68

営業外収益合計 127 93

営業外費用

支払利息 15 -

支払手数料 336 0

為替差損 130 142

営業外費用合計 482 142

経常利益 152,660 175,972

特別損失

固定資産除却損 6,521 11,285

特別損失合計 6,521 11,285

税金等調整前四半期純利益 146,138 164,687

法人税等 45,228 47,414

四半期純利益 100,910 117,272

親会社株主に帰属する四半期純利益 100,910 117,272
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 100,910 117,272

その他の包括利益

為替換算調整勘定 413 520

その他の包括利益合計 413 520

四半期包括利益 101,323 117,793

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 101,323 117,793
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 146,138 164,687

減価償却費 35,938 34,855

貸倒引当金の増減額（△は減少） 844 △443

賞与引当金の増減額（△は減少） △668 △327

固定資産除売却損益（△は益） 6,521 11,285

受取利息 △23 △25

支払利息 15 -

売上債権の増減額（△は増加） △28,398 △20,128

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,938 19,594

仕入債務の増減額（△は減少） 2,377 △1,540

その他の資産の増減額（△は増加） △6,588 △7,483

その他の負債の増減額（△は減少） △23,547 △70,907

その他 265 △1,877

小計 128,937 127,688

利息の受取額 23 25

利息の支払額 △10 -

法人税等の支払額 △53,084 △45,335

営業活動によるキャッシュ・フロー 75,866 82,377

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △467 △27,810

無形固定資産の取得による支出 △29,989 △30,759

その他 102 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,353 △58,569

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △4,130 -

新株予約権の行使による収入 960 1,920

自己株式の取得による支出 △160,236 △102

財務活動によるキャッシュ・フロー △163,406 1,817

現金及び現金同等物に係る換算差額 487 579

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △117,406 26,204

現金及び現金同等物の期首残高 988,943 1,086,363

現金及び現金同等物の四半期末残高 871,537 1,112,568
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はございません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

該当事項はございません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　当社の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより開発・導入サービスについては、従来は検収基準により収益を認識しておりましたが、第１四半

期会計期間より、履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

また、履行義務の充足に係る進捗度の合理的な見積りができない案件については、原価回収基準を適用してお

ります。なお、期間がごく短い案件については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足

した時点で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は、それぞれ5,572千円減少しております。な

お、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益及び利益剰余金の当期首残高に与える影響はありませ

ん。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示しております。なお、

収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により

組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載しておりません。

　


